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Ⅰ 研究主題と副題

児童生徒一人一人に確かな学力を身に付けさせる教科指導の工夫・改善

～丁寧に教え、じっくり考えさせる授業づくりを通して～

Ⅱ 主題設定の理由

本町は学力向上を教育の最重要課題ととらえ、「国富町学力向上推進協議会」の下、「国富町教

育研究センター」を中核に各学校の実態に即して学力下位層の引き上げと児童生徒一人一人に確

かな学力が身に付くように研究と実践を行ってきた。

本研究センターではこれまでに、市川伸一氏の提唱する「教えて考えさせる授業」を通して、

予習と授業の効果的な関連を図り、教材把握力や授業技術力を高めるための理論を深め、授業研

究会で得た成果を実践的に町内の教師に広めてきた。その結果、教師の授業力向上への意識や技

術は少しずつ向上してきている。しかし、「全国学力・学習状況調査」や「みやざき小中学校学習

状況調査」等の結果から、本町の児童生徒は、学力下位層の割合が少ないとは言えず、基礎・基

本の定着にやや不十分な面があること、学習した内容を活用する能力に課題があること等が分か

った。また、これまでの授業を振り返ると、問題解決的な学習を展開する授業を行うことを目指

してはいるが、新しい学習事項を丁寧に教えたり、児童生徒の理解状況を確認したりすることが

不十分なまま授業が進むという状況が見られた。そのため、理解に時間を要する児童生徒は自力

解決もできず、討論にもついていけない等の状況に陥ってしまうこともあった。また、教師から

は、基礎・基本をしっかり身に付けさせた上でそれらを活用し、じっくり考える力を育てるには

どうしたらよいかという声も聞かれた。

これらの原因として、新たな学習事項を教えつつ、じっくり考えさせるための１単位時間の授

業の流れが不明瞭であったこと、何を教えて、何を考えさせればよいかが教師に不明瞭であった

こと、学力下位層に学習内容を定着させる手立てが不十分であったこと等が挙げられる。

そこで、「教えて考えさせる授業」の考え方を活かして、新しい学習事項を前半で丁寧に教え、

学習内容と関連を図った学習課題を解決させる１単位時間の授業の流れの構築を図ることにした。

また、「教える段階」では分かりやすく丁寧に教える工夫を行い、「考えさせる段階」ではじっく

り考えさせる工夫を行うことにした。「教えて考えさせる授業」の考えを活かしたこれらの取組を

通し、教師は丁寧に教えるための手立てを見直し、何を教え何を考えさせるのかを明確にして授

業に望むことが期待される。また、教師に欠かすことができない授業技術が身につき、学力向上

を図るための大きな柱の一つである教師の授業力向上の具現化を図る上で意義深い。

Ⅲ 研究目標

児童生徒一人一人に確かな学力を身に付けさせる授業を行うための具体的な手立てを実践的に

究明する。

Ⅳ 研究仮説

「教えて考えさせる授業」の考え方を活かして、次のことを工夫すれば、児童生徒に確かな学

力を育むことができるであろう。

１ 丁寧に教え、じっくり考えさせる１単位時間の授業の流れを構築する。

２ 「教える段階」で丁寧に教え、「考えさせる段階」でじっくり考えさせる手立てを工夫する。
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Ⅴ 研究構想

Ⅵ 研究の実際

１ 丁寧に教え、じっくり考えさせる１単位時間の授業の流れの構築

（１）「教えて考えさせる授業」についての基本的な考え方

これまで私たちが目指してきた問題解決的な学習は、学習内容をすぐに理解できる児童生徒に

とっては簡単すぎ、時間をかけて理解していく児童生徒にとってはどのように問題解決を行って

よいか分からないといった授業になることも少なくなかった。その結果、理解のはやい児童生徒

は退屈し、理解の遅い児童生徒は分からないまま時間だけを浪費してしまう現状があった。この

ような現状を改善するために、どのような児童生徒にも基礎的・基本的な内容の定着を図り、さ

らに学習内容を活用する力をつけるために、授業の前半に「基本的な事項は教師から共通に教え」

授業の後半に「理解を深める課題によって問題解決や討論を行う」という市川伸一氏が提唱する

「教えて考えさせる授業」の考え方を活かすことにした。

日本国憲法

教育基本法

学習指導要領

宮崎県教育基本方針

児童生徒の実態

教師の願い

地域の実態

保護者の願い

国富町教育基本方針

「たくましいからだ、豊かな心、すぐれた知性」

◇確かな学力を育む(最重要課題）

児童生徒一人一人に確かな学力を身に付けさせる教科指導の工夫・改善

～丁寧に教え、じっくり考えさせる授業づくりを通して～

研究主題

「教えて考えさせる授業」の考え方を活かして、次のことを工夫すれば、児童生徒に確かな学力
を育むことができるであろう。

１ 丁寧に教え、じっくり考えさせる１単位時間の授業の流れを構築する。

２ 「教える段階」で丁寧に教え、「考えさせる段階」でじっくり考えさせる手立てを工夫する。

研究仮説

１ 意欲的に学習に取り組む子

２ 基礎的・基本的な内容を確実に身に付けている子

３ 学んだことを活かして、課題を解決できる子

研究で目指す子どもの姿

研究内容１ 研究内容２

１ 丁寧に教え、じっくり考えさせる１

単位時間の授業の流れの構築

（1）「教えて考えさせる授業」につい

ての基本的な考え方

（2） 学習指導案の工夫

２ 「教える段階」で丁寧に教え、「考

えさせる段階」でじっくり考えさせる

手立ての工夫

(1) 丁寧に教える工夫

(2) じっくり考えさせる工夫

ア 理解確認

イ 理解深化

ウ 自己評価
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ア 授業づくりのための基本的な流れ

（ア） 「教える段階」

教師から学習内容を伝える段階である。この段階を行う際の視点が２つある。

○ 児童生徒が誤解しやすい内容をどう教えるか。

○ 難しい課題をいかに分かりやすく教えるか。

この 2つを解決するためには教材研究を行い、教えるべき事柄をはっきりさせておくこと

が前提であると言える。それにより、児童生徒の誤解しやすい部分の把握につなげた。難し

いと感じられる課題には、教材教具等を活用した教師の丁寧な説明を心がけるようにした。

教え込みにならないよう、児童生徒との対話を大事にしながら授業を進める工夫が必要であ

る。

（イ）「考えさせる段階」

＜理解確認＞

ここでは、教えた内容をペア等で説明する活動を取り入れたり、類似の問題を解かせたり

して、教師だけでなく児童生徒自身も理解状態を確認できるようにする。「教える段階」で

分からなかった児童生徒は、教え合い活動で理解できるようにさせたい。ここでの重要な視

点は以下の２つである。

○ 児童生徒自身の理解確認をどう図ればよいか。

○ 児童生徒の理解状況を教師が把握するにはどうしたらよいか。

＜理解深化＞

ここでは考えがいのある課題の問題解決ができるようにさせる。課題づくりの視点とし

て次の点が挙げられる。

○ 誤解していそうな課題や発展的な課題の設定

○ 試行錯誤による技能の習得

具体的には、教科書の発展問題や間違い探し、穴あき問題などが考えられ、教師の教材研

究が生きてくる。「教える段階」との整合性を考慮する必要がある。

＜自己評価＞

ここでは、理解状態の自己診断が大切である。以下をこの活動の視点とした。

○ 児童生徒が何が分かって、何がまだ分からないのか認識させるにはどうしたらよい

か。

イ 「教えて考えさせる授業」が効果的であると思われる場面

（ア （ア） 個人の学力差が大きい場合

理解がはやい児童生徒が話合いや討論でリーダーシップをとる中、理解に時間がかかる児

童生徒は、レディネスもそろわない上に、自力解決ができないばかりか、話合いや討論にも

ついていけず、学習内容が未定着のまま進むことが懸念される。それならば、新しい学習内

容を丁寧に教え、考えるための基礎・基本を一斉に持たせた上で考えさせることで、学習内

容の定着を図ることが有効になってくる。つまり、個人の学力差が大きい学級の場合は「教

えて考えさせる授業」が有効であると考えられる。

（イ） 学習課題が難しすぎる場合や易しすぎる場合

ほとんどの児童生徒が自力発見（解決）が困難な場合や、逆にほとんどの児童生徒が短時

間で解決できてしまうあまりにも容易な課題に、延々と問題解決の時間をとりそうな場合は、

教師が教えて、その先の深化課題に時間をかけて考えさせる方が大切であると考えられる。
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（２） 学習指導案の工夫について

下の表は「教えて考えさせる授業」の各段階において、どのような方針で、具体的にどのよう

な教材、教具、課題をつくるかということを示したものである。この表をもとに学習指導案の工

夫を行った。学習指導過程については、【段階】に「教える：教師からの説明」「考えさせる：

理解確認・理解深化・自己評価」が分かるように示した。また、【指導上の留意点】では、「教

えること」には◎を、「考えさせること」には☆をつけることで見やすい工夫とした。

さらに、「分かりやすく教える工夫」「理解の確認の手立て」「理解の深化の手立て」「自己

評価の方法」などを具体的に記述することにした。作成した学習指導案の一例を以下に示す。

段階 学習内容及び学習活動
○ 指導上の留意点

◎ 教えること ☆ 考えさせること

教
え
る

教
師
か
ら
の
説
明
15
分

１ マグネシウムの燃焼を見る。

２ 熱に着目しながら教科書を読み、大切と思う語句
や初めて知る語句などに線を引く。

３ 本時の学習課題をつかむ。
・ 声を出して課題を読む。

４ 発熱反応について知る。

○ 本時のキーワードが熱であることを意識させる
ための導入とする。

○ ３分間と時間を決め、デジタルタイマーを利用
することで、集中力を高めさせる。

○ 声を出して読むことで、一人一人に課題を認識
させる。

◎ 拡大コピーしたレポート用紙に生徒と共書きを
しながら、発熱反応について丁寧に説明する。

○ 発熱反応の１つには燃焼があることをおさえ
る。

考
え
さ
せ
る

理
解
の
確
認
10
分

５ 発熱反応の実験を見る。

６ 実験結果から鉄と硫黄の発熱反応についての説明
文をつくる。

７ ペアで説明する。

○ 発熱反応の２つめに化合があることをおさえる
ために、既習事項の鉄と硫黄が化合する実験を、
大型テレビで見せる。

○ 「説明の型」をもとに記入させることで理解を
確実にする。

○ 暗記する時間を１分間と決め、デジタルタイマ
ーを利用することで集中力を高めたい。

☆ グループ内で鉄と硫黄の分子モデルを両手に持
たせて、「化合」を表現しながら説明させる。

○ 理解の確認のために、説明ができた生徒に挙手
をさせたり、数名に発表させたりする。

理
解
の
深
化
20
分

８ 実験５の目的を確認する。

９ 「かいろ」をつくり、反応前後の温度を測定する。

10 考察をする。

○ 携帯用かいろについて説明する。
○ 鉄粉の酸化による発熱反応であることをおさえ
る。

☆ 「鉄と酸素の化学変化である」ことを、「鉄と硫
黄の化学変化の説明文」をもとに考えさせる。

○ 記入後は、グループ内でお互いの考えを説明さ
せることで、理解の深化を図る。

自
己
評
価
5
分

11 今日の学習のまとめを聞き、自己評価シートで学習
を振り返る。
・「分かったこと」「分からなかったこと」「復習でど
う取り組むか」を具体的に記入する。

○ 「分かったこと」「分からなかったこと」を記入
させることで、生徒のメタ認知を促し、また、「復
習でどう取り組むか」を記入させることで、「予習
→授業→復習」の習得サイクルの確立につなげる。

熱が発生する化学変化にはどのようなものがあるのだろうか。

化学変化のさいに熱の発生をともない、まわりの温
度を上げる反応を発熱反応という。

教えること

考えさせること

理解の確認の手立て

分かりやすく教える工夫

考えさせること

理解の深化の手立

段階明記（時間は目安）
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２ 「教える段階」で丁寧に教え、「考えさせる段階」でじっくり考えさせる手立ての工夫

（１） 丁寧に教える工夫

「教えて考えさせる授業」の基本的な流れは、以下の通りである。

① 教科書を開けば出ているような基本事項は教師から共通に教える。

② 子どもどうしの相互説明や教え合い活動などを通して理解の確認を図る。

③ その上で、さらに理解を深める課題によって問題解決や討論などを行う。

④ 授業の最後には、今日の授業で分かったこと分からないことを自己評価として記述させる。

このことからも、「教える段階」では、本時のゴールイメージを明確にした上で、教えるべき事を

焦点化し、シンプルにしてより効率的に教えなければならない。従って、そこにはさまざまな指導

技術が必要とされる。

ア 教えるべき内容を明確にする

「教える段階」は、通常 15分程度（内容による）

である。「教えて考えさせる授業」では、この段階

で教えた内容を「理解深化」の段階で活用させるこ

とで、理解をより確かにしていく。

従って、ここでは、必要最低限の内容のみを明確

に教えることが求められる。

○ 教科書研究

教える内容を明確にするためには、入念な教材

研究（教科書研究）が必要である。文章や挿絵、

設問の意図等を考慮することで、「教える段階」の

指導内容を焦点化することができる。 【研究員の教科書研究ノートから】

イ 必要とされる指導技術

教えるべきことが明確になっても、限られた時間に全員に伝えたいことを伝えることは難しい。

ここでは、さまざまな指導技術が必要とされる。

（ア） 発問・指示

考えるためには、もとになる知識（情報）が必要である。発問で全員に考えをもたせるため

には、「教える（根拠をつかむ）段階」→「考える（発問について考える）段階」という段階

を意識することが必要だと考える。発問が先に立つ場合でも、子どもの既習の知識がなければ

考えることはできない。このステップ（スモールステップ）を意識して組み立てることで、「教

える段階」をよりスムーズに進めることができる。

【第４学年「わりざん」の例】
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（イ） 説明と確認の連続（アウトプット）

「教える段階」は、教師が一方的に説明するのではなく、子どもとのやりとりを通して、そ

の理解度を確かめながら進めることが大切である。教師の説明を復唱させてみたり、問うてみ

たりと、子どもに発言（アウトプット）させながらスモールステップで丁寧に進めることで、

理解をより確かなものにできる。

例えば、定義や考え方等については、一度説明を行っても、すぐに身に付けて活用すること

は難しい。説明したり、やって見せた後は、変化のある繰り返しで、何度も反復して慣れさせ

ることが大切である。

T：「二等辺三角形とは、どんな三角形ですか？」

C：「二つの辺の長さが同じ三角形です。」

T：「A君同じことをどうぞ。」（A君が答える） T:「B君どうぞ。」（B君が答える）

T：「二つの辺の長さが等しい三角形は？」

C：「二等辺三角形です。」

T：「では、三つの…」 …

T：「何という三角形ですか？」

C：「二等辺三角形です。」

T：「なぜそういえるのですか？」

C：「二つの辺が同じだからです。」

A：「A君、何という三角形ですか？」…

※ テンポよく進める。

また、読むだけでは意味を捉えにくいと思われるものについては、語句の意味やその例等を問

い返すことで理解をより確かなものにすることができる。

「体に必要なものや不要なものは体の中をどのように運ばれるのだろうか」という課題につ

いては、「体に必要なもの」は「酸素や栄養分」で、「体に不要なもの」は「二酸化炭素とアン

モニア」ということを、生徒とやりとりをしながら説明をする。

こうすることで、生徒一人一人に今日の課題を把握させることができた。

（ウ）足場となる板書

「教える段階」の板書は、その後の活動の足

場となるものである。全てを網羅して書くので

はなく、ポイントが明確になるように精選して

書く（残す）ことが必要である。

【中学校理科の授業の例】

【二等辺三角形や正三角形の定義を教えた場合（小３）】

【小学２年生の算数での例】
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【確認問題を解く児童】

（エ） 集中させる（リズムとテンポ・資料提示の工夫）

教師がいかに丁寧に説明しても、子どもを集中させることができなければ、学習効果は望め

ない。子どもを授業に集中させるには、リズムとテンポがあることや、授業にのめり込ませる

資料提示の工夫が大切である。

○ リズムとテンポを生み出すために

・前置きをしない ・指示の言葉を短く（一時に一事） ・短い板書

・易から難の原則（スモールステップで） ・空白を作らない仕掛け（個人差の吸収）

○ 知的好奇心を高める資料提示の工夫

・少しずつ出す ・いきなり出す ・問いかけて、子どもが欲するタイミングで出す

挿絵や具体物の提示、リズムをつけて唱えさせることは、集中を高めるとともに、分かり

やすく教える手立てとしても大変効果的であった。

【小学１年生の国語の授業の例】

（２） じっくり考えさせる工夫

ア 理解確認

ここでは、教えたことを児童生徒が理解できているかを確認する段階である。教科書の問題を

解いたり、学習したことをペアやグループでお互いに説明したりする活動を通して、児童生徒の

理解の定着を図ったり、理解状況を確認したりする。「教える段階」で理解が不十分な児童生徒

は、教え合い活動も行う。

（ア） 問題を解かせる

教科書の基本問題や類似問題に取り組ませる。

その際、丸付けをしながら机間指導をしていくこ

とで、子どもたちの意欲も高まり、丸をもらって喜

ぶ姿が見られた。ここでは、多くの問題に取り組ま

せるよりも、教えた内容が網羅できる確認問題に１

～２問取り組ませるなど、確認問題の精選も必要で

ある。

他にも、本時で教えたことを、理解深化（習熟問題にあたる場合）に一問目だけチェックす

る方法も取り入れた。一問目ができた子は続けて解き、全て解き終わったら板書させるなどす

れば、困っている子の助けにもなる。さらに個別指導の時間を確保できたり、テンポよく授業

を進めたりすることにもつながる。深化課題であっても、最初の取りかかりの部分（問題を解

くための手順や方法の理解）だけはチェックして自力解決をさせる方法も効果的である。
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（イ）説明させる

「教える段階」で教師が説明した型をもとに、ペアやグループで説明させる。説明できたら挙

手や起立をさせ、理解の確認をする。何度も同じ説明を聞くことでさらに理解も高まり、次の段

階（理解深化）で活用するための知識や技能を身に付けさせることもできる。

説明をする際に大事な言葉（キーワード、順序を表す言葉など）を教師が意識することで、子

どもたちも言葉を意識しながら、説明活動をすることができる。特に算数や数学などでは問題の

解き方の手順を説明したり、見通しを立てたりする上で有効であった。

イ 理解深化

この段階は、多くの習熟問題に挑戦させたり、応用・発展的な問題によって、獲得した知識や技

能を活用する力を伸ばしたりする段階である。そのため、多くの児童生徒が誤解していそうな問題

や、教えられたことを使って考えさせる発展的な課題等を用意する。小グループによる協同的問題

解決の場面により、学習への参加意識を高め、コミュニケーションを促したい。

（ア） 習熟のための問題練習

基礎的な知識・技能の適用にくり返し慣れさせることが必要な学習内容の場合は、教科書の問

題を全部こなし、習熟させることが目標となる。さらに、余裕がある児童生徒には、教科書巻末

の発展問題やドリルの問題に取り組ませたり、以下に述べる応用・発展的な問題に挑戦させたり

することもある。

（イ） 工夫した応用・発展的問題

○ 学習したことを活用した問題（国語）

小学校６年生の国語「漢字の形と音・意味」では、学

習したことを活用した問題として「漢字集めゲーム」を

行った。同じ部分のある漢字から、意味のつながりを考

えさせた。オリジナルな問題を考えるのに３Ｓ（シンプ

ル、スマイル、サプライズ）に留意した。楽しく意味を

予想する姿が見られた。 【活用の問題：小学６年（国語）】

○ 学習したことを活用した問題作り（算数）

小学校２年生の算数「かけ算（２）」では、乗法と加

法、減法が組み合わされた３要素２段階の問題の解き方

を学習した後、３要素２段階の問題作りを行った。理解

の深さやかけ算に対する興味や関心の高さをとらえるこ

ともできる。２段階に分けたワークシートを準備すると

さらに取り組みやすかった。 【活用の問題：小学２年（算数）】

【中２理科ワークシート】【説明し合う児童】
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○ 逆方向の思考を促す問題（国語）

小学校１年生の国語「ことばであそぼう」では、言葉

の中に隠れている違う言葉を探すという学習の後、カー

ドに書かれている言葉を違う言葉の中に隠す活動を行っ

た。これまでの活動と逆のことを行うことで、児童の思

考をさらに深めることをねらった。全体での確認の前に

個人思考の時間を十分にとるとさらによかった。 【逆思考の問題：小学１年（国語）】

○ 間違い探し問題（算数）

小学校４年生の算数「２けたでわるわり算の筆算」で

は、間違いやすい問題を取り上げ、３人の中で間違って

いるのは誰かを問う「間違い探し」の問題に挑戦させた。

どこを間違えているかを客観的にとらえさせることで定

着を図ることをねらいとした。商の立て方に焦点化した

問題２問に絞った方がよかった。 【間違い探し問題：小学４年（算数）】

（ウ）協同的な問題解決

応用・発展的な問題は、難易度が高く、一人では問題解

決が困難な場合がある。そのような場合は、小グループに

よる問題解決を図らせた。このような協同的な問題解決の

活動を取り入れることにより、活用する力や思考力・判断

力・表現力の育成にもつながると考える。

ウ 自己評価

「教えて考えさせる授業」の自己評価に関しては以下のように述べられている。

昨年度、自己評価をさせた成果として、子ども自身が自分の学習を振り返る習慣が身に付き、学習

に対する意欲も向上したことが挙げられた。今年度も児童生徒の実態に応じて、振り返りカードや

ノート、ワークシートに記入させる方法で自己評価を行い、分かったことや思ったこと等を具体的に

記述させたり、どんな復習に取り組みたいかを考えさせたりすることにより、学びをつなげさせるこ

とができた。以下は授業で用いたワークシートの一部や自己評価カードである。

● 「考えさせる」の第３ステップとして、「授業で分かったこと」「まだよく分からないこと」

を記述させたり、「質問カード」で疑問を提出したりすることを促す。これは、子どものメタ

認知を促すとともに、教師が授業をどう展開していくかを考えるのに有効である。

※ 「メタ認知」については様々な定義がある。本研究では、「自分の認知を、客観的に把握し認知すること」と考える。

【自己評価カード（小学校４年：算数）】【中学校理科における振り返りカード】

【数学での活動の様子：中学１年】

※

どんな復習に取り組み

たいか記述させた。
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Ⅶ 成果と課題

１ 成果

（２） 単元末テストの結果

小学校第４学年の児童の単元末テストの結果は、下位層の割合が減少するとともに、児童一人

一人に基礎的・基本的な学習内容が身につき、それらを活用しじっくり考える姿が見られるよう

になった。

（３） 教師へのアンケートの結果

町内全教職員を対象に１２月に行ったアンケート結果の主な傾向は以下の通りである。

・ 教えることと考えさせることを明確にした授業を意識し、メリハリがでた。

・ 丁寧に教える工夫や考えさせる手立てが具体的に図られるようになり、指導技術の向上を実

感できた。

・ 教師が教材研究の大切さを実感した。準備が整って望んだ授業は、児童生徒にも反映し、自

分自身も楽しく授業できた。

・ １単位時間で分からせるといったスタンスで授業するので、理解に時間を要する児童生徒た

ちにとっても定着が進んだ。

２ 課題

○ 教える段階で時間がかかりすぎる傾向がある。時間内に教えて考えさせるためには、教師はど

のように授業に望めばよいのかを明確にしたい。

○ 「教えて考えさせる授業」と「問題解決的な学習」の効果的な使い分けを行うための教科や指

導内容の具体的な整理を行っていく必要がある。

○ 児童生徒にじっくり考えさせるための深化課題の設定についてさらに工夫していく必要があ

る。

○ 引用・参考文献

・文部科学省（平成 20年）小学校学習指導要領（国語・算数・社会・理科編）

・文部科学省（平成 20 年）中学校学習指導要領（国語・数学・理科編）

・市川伸一（平成 20年）『「教えて考えさせる授業」を創る』図書文化

・市川伸一（平成 25年）『教えて考えさせる授業の挑戦』図書文化
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右のグラフは、理科の授業後に行った A中学校第２学年生徒

による授業評価（第２学年全生徒に１０月実施）の結果である。

「先生の説明は分かりやすく、ていねいであるか」という問い

に対し、すべての生徒が「よくあてはまる」「だいたいあては

まる」と答えている。また、「授業の準備や工夫がよくなされ

ているか」という問いに対し、すべての生徒が「よくあてはま

る」「だいたいあてはまる」と答えている。さらに、「自分たち

で考えたり、発表したりする時間があるか」という問いにも、

ほとんどの生徒が「よくあてはまる」「だいたいあてはまる」

と答えている。

この結果から、生徒にとって、「準備や工夫がなされた分か

りやすい授業」「自分たちで考えたり、発表したりする時間が

ある授業」であると実感していることが分かる。

（１） 授業評価の結果

【中学２年生へのアンケート結果】


